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内面の感情（不安 死 孤独） 
油彩による具象  暗い色彩 
筆触を残したタッチ  
不明瞭な輪郭  主観的表現 
人物（家族 身近な人） 








肉体  外傷の痛み  
死 
内面の悩み  
愛  嫉妬 
女性特有の身体性 
油彩による具象 明るい色彩 


















社会の不安 現実  
人種問題             
性  死   
女性の存在   
油彩による具象 
ぼかし  にじみ  
部分的な抽象化 
刺激的な対象を提示する 
不特定の人物    
女性 
肉体   
その他（骸骨） 
過激  怖さ  不安  







孤独  生と死   
自己と他者   
アクリル   油彩  具象  
緻密な描写  繊細  
暗い色彩  客観的  平面的  
シンボル 
自己 他者との（合体） 
車   
建造物    
場面設定 
不気味   ユーモア 
皮肉   静謐   冷静 
痛み  毒  不安  
タブー 






































そうした論者の不安を表すものは、以下の 5つの特徴に分類される。まず 1 つ目は、死と生の
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図 5. 《背後》2009年 
図 6. 《無題》2010年 
図 7. 《フェンス》2009年 





 図 11.《ドローイング》2009年 































図 12. 《メリーゴーランド》2011年 









図 14. 《甘いめまい》 制作途中① 
図 16. 《甘いめまい》制作途中③ 
図 17.  ジョン・マーティン《忘却の水を探すサダク》
1812 年 
 
図 18.  ガスパー・ダービィト・フリードリヒ《氷の海》     
1823－24年 





























図 20.  バーネット・ニューマン《崇高にして英雄的な人》1950－51年  
  
 













図 22.  エドバルト・ムンク《病める子》1885年  図 21. エドバルト・ムンク《叫び》1893年  
 
図 23. エドバルト・ムンク《サン・クルーの夜》1890 年 
   











図 26.  フリーダ・カーロ《ひび割れた背骨》1944年 
図 27.  フリーダ・カーロ《希望なく》1945年 図 28.  フリーダ・カーロ《ヘンリー・フォード病院》
1932年 
































図 30.  フリーダ・カーロ《私の誕生》1932年 
図 31.  フリーダ・カーロ《夢》1939年 
図 32.  フリーダ・カーロ《二人のフリーダ》1939年 







図 34.  マルレーネ・デュマス 
《レザーブーツ》2000年 
図 33.  マルレーネ・デュマス 
《ブラックドローイング》1991－92年 















図 37.  マルレーネ・デュマス《間違った物語の中の白雪姫》1988年 
図 36.  マルレーネ・デュマス《白雪姫と折れた腕》1988年 
図 39.  マルレーネ・デュマス《ある女の骸骨》2005年 
 


















図 42.  石田徹也《彼方》1999年 
図 40.  石田徹也《燃料補給のような食事》1996年 





図 43.  石田徹也《無題》2000年 
図 44.  石田徹也《子孫》1999年 













図 48.  マティアス・グリューネヴァルト
《イ―ゼンハイムの祭壇画》1512－15年頃 






































図 46. 《梨女》2012年 
図 47. 《リンドウ》2013年 







































図 51. 《すべてあなたの内にある》2014年 
図 53. 《遊戯》2013 年 






































図 54. 《snow doll》2015年 
 
